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令和５年10月から12月までに、9名の児
童・生徒にボランティア認定証を交付しました。

この事業は、子どもたちのボランティアに取

り組むきっかけづくりと活動の定着・推進を図

り、社会参加への理解と関心を高め、福祉の心

を育むとともに、みんなで支え合う住み良いま

ちづくりにつなげることを目的に、鹿児島県内

で取り組まれています。

ひだまりピヨちゃん
クリスマス会

保育サポーター養成講座

福祉

日赤奉仕団研修

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
5
月
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
も
２
類
か
ら
５
類
に
移
行
さ
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
も
制
限
が
な
く
な
り
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
社
協
で
も
４
年
ぶ
り
に
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
福
祉
事
業
を
通
常
ど
お
り

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
施
設
の
「
徳
之
島
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
が

築
29
年
を
経
過
し
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
令
和
6
年
に
は
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
施
設
の
維
持
、

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
通
所
介
護

事
業
所
の
経
営
改
善
を
図
る
た
め
に
「
経
営
改
善
委

員
会
答
申
書
」
に
よ
り
利
用
者
増
と
効
率
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
福
祉
事
業
の
更
な
る
充
実
と
発
展
に
努
め
て

参
る
所
存
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
も

う
し
あ
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和5年12月19日（火）に地域福祉セン
ターで「ひだまりピヨちゃんクリスマス会」を開
催しました。
１２組の親子が参加し、パネルシアターや
親子でのリトミック遊び、アートバルーン制作
では、トナカイづくりに取り組みました。

サンタさんからのプレゼントに、子供たちも

笑顔いっぱいのクリスマス会となりました。

徳之島町社協では、子どもの一時預かり

『ファミリーサポートセンター』事業を実施して

います。令和５年10月から12月に合計5日

間、こどものお預かりをする子育てサポー

ターの養成講座を開催し、9名の方が受講

いただき、8名の方が講座を修了しました。

今後、サポーター会員として活動することを

期待しています。

「児童・生徒のふれあいボランティア活動事業」で、２０回達成した児童・生徒へ図書カードを進呈しています。
また、「きゅううがめら活動」の見守り協力員への活動弁償費の一部を社協会費が使われています。

宮上病院・（株）作山建築設計事務所・（有）盛保険事務所・徳之島総合陸運（株）・（株）琉子商会・吉川印刷・（株）福永建設
（株）モリ・大島石油（株）徳之島営業所・有村商事（株）徳之島営業所・（株）義村商店・（有）成岡石油・徳寿園・（有）西田
（有）三宝モータース・UCC上島珈琲（株）徳之島営業所・（株）中央開発・福田環境（株）・ヒラヤス・（有）前田水道工事店・
（有）亀津カーシティー・（株）楽走

きゅううがめら研修会を
開催しました。

徳之島町社会福祉協議会では、住
み慣れた地域で安心した生活が送れ
るように一人暮らし高齢者等、援護が
必要な方の見守り活動を行っています。
地域の民生委員をリーダーとして地域
のボランティアの方々が週1回程の見
守り活動を実施しています。
令和5年度は、地域福祉ネットワーク

「きゅううがめら活動」の研修会を9月8

日（金）にオンラインで開催しました。今

回の研修会は、「住民参加で支え合う

まちづくり」と題して、薩摩川内市、肝付

町、龍郷町の取り組みが、オンラインで

の発表があり、つながり続けるネットワー

ク活動のあり方について、共に考えるこ

とができました。

井之川中学校 東天城中学校

３年 濱　ひまり （10回達成） 1年 髙橋　碧天 （10回達成）

神之嶺小学校 徳之島高等学校

５年 首藤　楓朱 （20回達成） 3年 中江　流星 （10回達成）

３年 首藤　陽向 （20回達成） 1年 髙橋　凛人 （10回達成）

1年 首藤　天佑 （10回達成） 1年 杉　光輝 （10回達成）

1年 東　拓海 （20回達成）

神之嶺小学校の首藤さんは、姉弟３名が認定証
の交付をうけました。

協力いただいている団体会員様

http://srd.yahoo.co.jp/IMG/r=5/ig=150x122/id=008b239bd61f9780/l=rx/da=s/tid=MMSI03_01/bzi=0/fst=0/q=%E5%AD%90%E8%82%B2%E3%81%A6%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88/SIG=12ldrql7k/EXP=1238236401/*-http%3A/www.city.sapporo.jp/minami/oyakudachi/images/joho_cut1.jpg
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ご寄付ありがとうございます おぼらだれん

表記の方々から社協に対し
て、ご寄付がありました。お
寄せいただいた寄付金は、社
会福祉事業の推進のために大
事に使わせていただきます。
ありがとうございました。

善 田 末 子 様 （北区）
嶺 田 正 秀 様 （中区）

令和５年８月29日以降 受付

迫 田 幸 子 様 （亀徳）
牧 山 幸 一 様 （徳和瀬）
西 田 竜 市 様 （徳和瀬）
秋 武 典 子 様 （亀徳）

令和５年９月受付

伊 藤 聖 七 様 （池間）
小 林 容 子 様 （井之川）
佐 武 義 郎 様 （金見）

令和５年１０月受付

武 田 る み 子 様 （池間）
盛 山 秀 仁 様 （花時名）
松 友 紀 様 （北区）
福 田 小 百合 様 （北区）
新 田 元 廣 様 （北区）
常 清 子 様 （中区）
春 山 恭 子 様 （南区）
政 田 富 子 様 （亀徳）

令和５年１１月受付

植 木 美 恵子 様 （上花徳）

令和５年１２月受付

佐 武 義 郎 様 （金見）

上 野 洋 一郎 様 （神戸市）

一般寄付　令和５年９月受付

一般寄付　令和５年１１月受付

福祉スポーツ大会

地域支え合い推進員研修会を開催しました。

日赤奉仕団研修

新型コロナウイルス感染症拡大で、地域

活動が制限されてきた間に、徳之島におい

ても高齢者の活動も制限されてきました。

そこで、みんなで出来ることはないかと考え、

ペットボトルキャップでのモザイク画の作成に

取り組みました。

徳之島町社協では、コロナ禍において、子
どもたちの見守り活動を強化する目的で、令
和３年１２月から「子ども食堂・子ども宅食」

の活動を行っています。そこで、子ども食堂を
利用している子どもにモザイク画のもとにな
る原画を作成していただき、原画をもとに上

花徳の長谷部さんに縦３ｍ、横３．５ｍの下絵を描いていただきました。令和５年８月からは、作
成した下絵を地域で行っています地域サロン活動に参加している高齢者の方々がペットボトル

キャップの貼り付けを行いました。作業は高齢者だけでなく、「あおぞら園」の子ども達にも協力
していただきました。 また、ペットボトルキャップの収集は、コロナ禍の約２年間を要し、井之川中
学校や神之嶺小学校をはじめ、島内の学校や地域の方々から収集のご協力をいただきました。

コロナ禍の中、収集のご協力ありがとうございました。

令和３年７月には、世界自然遺産登録され、令和５年は、奄美群島日本復帰７０周年という節目

の年に開催されました「徳之島町文化祭」での展示を目標に、地域の子どもからお年寄りまで、

多くに方々に協力していただき完成することができました。

自然豊かな徳之島、平和な地域、住み慣れた地域でこれからもずっとという思いで、みんなで

作成した作品です。

モザイク画アートに挑戦しました。

第37回徳之島町福祉スポーツ大会が令和5年11

月17日（金）、徳之島町体育センターで約400名が

参加し、和気あいあいと支え合いながらスポーツ・

ゲームを楽しみました。この福祉スポーツ大会は、障

がいのある方や母子寡婦父子世帯等の方々が交

流をとおして親睦を深め、相互に支え合う「温もりに満

ちた住みよい町づくり」を推進することを目的に毎年11

月に開催しています。4年ぶりに開催された大会へは、

福祉サービス事業所「どぅどぅ」や「すまいる福祉会」

など、この４年の間に開設した事業所なども新たに加

わり、交流を深めることができました。

令和5年10月22日（日）、徳之島町赤十字地域奉仕
団（上原トヨ子会長）では、災害時の救援活動に役立
てるため、炊き出し訓練を行いました。

研修会では、災害時に少ない衛生水と備蓄米などで

調理できるハイゼックス（耐熱炊飯袋）を使用しての炊き

出し訓練や赤十字の活動、災害時の奉仕団活動の重

要性について学ぶことができました。

令和５年１２月７日（木）に、自分たちの
地域を自分たちで支えようという意識や行
動を作り出していくために、生活支援等サ
ービスに取り組む重要性を認識し、主体
的に支え合い活動につながっていくことを
目的に、「地域支え合い推進員研修会」
を開催しました。鹿児島県社会福祉協議
会の東平正孝氏を講師に迎え、「支え合
う地域づくりのために」と題して講義があり、

鹿児島県内各地で取り組まれている住民同士が支え助け合う住民活動についての紹

介がありました。徳之島町においても、地域課題を我が事と捉え、できることを、できるとき

に、無理なく、地域の方々と専門職が一体となって、より住みよい地域づくりに取り組んで

まいりたいと思います。


